
平
成

™
�
年

˜
—
月

™
 
日
水
曜
日

(
号
外
政
府
調
達
第

™
—
š
号
)

官
報

^ 入札書の提出期限等
{ 提出期限 平成26年12月19日（金）午後
４時00分

| 提出方法 上記\の場所に郵送（書留郵
便又は信書便に限る）すること（普通郵便、
持参又は電送による入札は認めない。）

_ 開札の日時及び場所
{ 日時 平成26年12月24日（水）午後１時
30分

| 場所 東日本高速道路株式会社新潟支社
上越管理事務所

４ その他
\ 契約手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨

] 入札保証金及び契約保証金 免除
^ 入札者に要求される事項 この一般競争に
参加を希望する者は、封かんした入札書に本
公告に示した物品を納入できることを証明す
る書類を添付して入札書の提出期限までに提
出しなければならない。入札者は、開札日の
前日までの間において、契約責任者から当該
書類に関し説明を求められた場合は、それに
応じなければならない。

_ 入札の無効 本公告に示した競争参加資格
を有しない者がした入札及び入札に関する条
件に違反した入札は無効とする。

` 契約書の作成の要否 要
a 落札者の決定方法 本公告に示した物品を
納入出来ると契約責任者が判断した資料を添
付して入札書を提出した入札者であって、契
約制限価格の範囲内で最低価格をもって有効
な入札を行った入札者を落札者とする。

b 手続における交渉の有無 無
c 入札に関する一般的な質問については、よ
くあるご質問（http://www.e-nexco.co.jp/

faq/bids/）を参照のこと。
d 詳細は、入札説明書による。
５ Summary

\ Official in charge of disbursement of the

procuring entity : Hiroyuki Ishizaki, Gener-

al Manager of Joetsu Operation Office,

Niigata Regional Head Office, East Nippon

Expressway Company Limited

] Classification of the products to be pro-

cured : 2

^ Nature and quantity of the products to be

purchased : A-type heavy oil 120,000 liters

_ Delivery period : From the next day of

the conclusion of a contract through 30

April 2015

` Delivery place : As shown in the specifi-

cations

a Qualification for participating in the ten-

dering procedures : Suppliers eligible for

participating in the open tender are who

shall :

{ not come under Article 6 of the East

Nippon Expressway Company LimitedÐs

regulation concerning the contract pro-

cedures

| have proven to have actually sold, ma-

nufactured or delivered A-type heavy oil

concerned

} have proven to own main office or an

office within 24 hours from Joetsu Opera-

tion Office

b Time-limit for tender : 4 : 00 P.M, 19 De-

cember, 2014

c Contact point for the notice : Kazuhiro

Ogihara, Manager of General Affairs Sec-

tion, East Nippon Expressway Company Li-

mited, 1717`1, Hikita Tomioka Joetsu-shi

Niigata 943`0173 Japan TEL 025`522`

1141

入 札 公 告（建設工事）

次のとおり一般競争入札に付します。
本入札公告に記載の工事は、技術提案を共通化
できる２件の工事を対象に、一括して公告し、審
査を実施する試行工事である。
本件の入札にあたっては、電子入札システムに
おいて２件の工事が別々に案件登録されているの
で、複数の工事に参加を希望する場合は、参加を
希望する工事毎に申請書の提出及び入札が必要で
ある。
申請等の受付は、土曜日、日曜日及び祝日等を
除く、午前９時から午後６時（電子入札の場合）。
又は、午前９時15分から午後６時（紙入札の場合
（下記４\の担当部局の受付時間））とする。ただ
し、申請期限等の最終日の受付時間は、電子・紙
入札ともに午後４時までとする。
平成 26年 10月 29日

支出負担行為担当官
東北地方整備局長 縄田 正

b 工事実施形態 本工事における工事実施形
態は下記のとおりとする。
{ 本工事は、総価契約単価合意方式の対象
工事である。

| 本工事は、本工事は、価格以外の要素と
価格を総合的に評価して落札者を決定する
入札時ＶＥ方式（総合評価落札方式）の適
用工事である。

} 本工事は、建設工事に係る資材の再資源
化等に関する法律に基づき、分別解体等及
び特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施
が義務付けられた工事である。

~ 本工事は、契約締結後に施工方法等の提
案を受け付ける契約後ＶＥ方式の試行工事
である。

� 本工事は、鋼橋上部工の長期保証を規定
した試行工事である。指定した指標に適合
するように、鋼橋上部工の一般的な材料及
び工法を使用し、材料の選定、施工方法、
施工管理等をより適切に行うことにより、
鋼橋上部工の耐久性の向上を図るものであ
る。

� 本工事は、契約締結後、労働者確保に要
する方策に変更が生じ、土木工事標準積算
基準書の金額相当では適正な工事の実施が
困難になった場合は、実績変更対象費の支
出実績を踏まえて最終精算変更時点で設計
変更する試行工事である。

‚ 本工事は、地域外（遠隔地）からの建設
資材等の調達に係る費用について、支払実
績により設計変更を実施する試行工事であ
る。

ƒ 本工事は、「土木請負工事工事費積算基
準」等により各種工種区分に従って対象額
ごとに求めた共通仮設費率（率分）及び現
場管理費率にそれぞれの補正係数を乗じる
こととしていることから、見積にあたって
は留意すること。

„ 本工事において主任技術者を配置する場
合、密接な関係のある二以上の工事を同一
の建設業者が近接した場所（相互の間隔が
10›程度）において施工するものについて
は、同一の専任の主任技術者がこれらの工
事を管理することができるものとする。
なお、主任技術者を兼務する場合は、入
札説明書別記様式３に現在従事中の工事及
び本工事と重複する場合の対応措置等につ
いて記入すること。

… 本工事は、現場経験の少ない技術者の技
術力向上を図るため、主任技術者又は監理
技術者を専任で補助する技術者（以下「専
任補助者」という。）を配置することができ
る試行工事である。

c 本工事は、資料の提出、入札等を電子入札
システムで行う対象工事である。なお、電子
入札システムによりがたい者は、支出負担行
為担当官の承諾を得て紙入札方式に代えるこ
とができるものとする。

２ 競争参加資格
\ 予算決算及び会計令（以下「予決令」とい
う。）第70条及び第71条の規定に該当しない者
であること。

] 東北地方整備局における鋼橋上部工事に係
る一般競争参加資格の認定を受けていること
（会社更生法に基づき更生手続開始の申立て
がなされている者又は民事再生法に基づき再
生手続開始の申立てがなされている者につい
ては、手続開始の決定後、東北地方整備局長
（以下「局長」という。）が別に定める手続に
基づく一般競争参加資格の再認定を受けてい
ること。）。

^ 会社更生法に基づき更生手続開始の申立て
がなされている者又は民事再生法に基づき再
生手続開始の申立てがなされている者（上記
]の再認定を受けた者を除く。）でないこと。

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 04

１ 工事概要
\ 品目分類番号 41

] 工事名 【{工事】国道45号小泉大橋上部
工復旧工事（以下「{工事」という。） 【|

工事】国道45号天王橋上部工復旧工事（以下
「|工事」という。）（{工事、|工事共に電
子入札対象案件）

^ 工事場所 【{工事】宮城県気仙沼市本吉
町下宿地内 【|工事】宮城県石巻市小船越
地内

_ 工事内容 【{工事】鋼７径間連続非合成
箱桁橋（橋長Ｌ＝455•0ｍ、Ｗ＝13•3ｍ）工場
製作・輸送・架設、約2¶100ｔ 【|工事】
鋼５径間連続非合成箱桁橋（橋長Ｌ＝372•0

ｍ、Ｗ＝11•0ｍ）工場製作・輸送・架設、約
1¶600ｔ

` 工期 【{工事】契約締結日の翌日から平
成28年３月25日まで 【|工事】契約締結日
の翌日から平成28年３月18日まで

a 使用する主要な資機材 【{工事】鋼材約
2¶100ｔ 【|工事】鋼材約1¶600ｔ
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